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シンジケートローン契約締結に関するお知らせ 

 

 当社は、平成２９年１月１４日開催の取締役会において、株式会社伊予銀行、株式会社日本 

政策投資銀行をアレンジャーとした総額１０億円のシンジケートローン契約を締結すること 

を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。当該シンジケートローンは、 

公益財団法人日本環境協会による「環境配慮型融資促進利子補給事業」を活用したものであり、 

株式会社日本政策投資銀行が開発したスクリーニングシステム（格付システム）により、企業 

の環境経営度を評点化、優れた企業を選定し、得点に応じて融資条件が設定される世界で初め 

ての融資メニューに基づいております。当該融資は、昨年５月６日付で公表しました新たに 

開始する水性フレキソ軟包材事業への設備投資に充当いたします。 

なお、本件による平成２９年３月期の業績に与える影響は軽微であります。 

記 

１．シンジケートローンの概要 

  ①契 約締結日 平成２９年１月２３日 

  ②融 資 形 態 シンジケーション方式のタームローン 

  ③組 成 金 額 １０億円 

  ④資 金 使 途 水性フレキソ軟包材伊予工場建築における建屋および設備 

  ⑤アレンジャー 株式会社伊予銀行、株式会社日本政策投資銀行 

  ⑥エージェント 株式会社伊予銀行、株式会社日本政策投資銀行 

  ⑦参加金融機関 株式会社伊予銀行、株式会社日本政策投資銀行、株式会社みずほ銀行 

２．当社の環境配慮への取組み 

  当社は、ＦＳＣ等の持続可能な調達に配慮した認証紙を使用した商品を環境配慮製品と 

位置づけ、当該製品の販路拡大を図っております。昨年５月６日付「新たな事業の計画の 

決定に関するお知らせ」にてお知らせしましたとおり、従来の印刷方法と比べＶＯＣ（揮発 

性有機化合物）をほとんど使用しない水性フレキソ軟包材事業を開始することといたしま 

した。 

以上 


